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研究の目的と概要 
本研究拠点は，有明・八代海域や東シナ海域などの閉鎖性海域が抱える環境と防災問題と地域社会形成

に関する，緊急の国家的・国際的重要課題に応えるために，学際的・複合的広範な研究分野から“環境”

と“防災”の研究を推進しつつ，“環境と防災の調和”を目指す新たな学識領域の研究教育を行なって，よ

り高度な教育研究の推進と，“優れた地域社会環境の創生（Life ware）”に向けた技術開発と社会政策への

貢献を行なう．このために，有明海・八代海を調査・研究のモデル地区として，熊本大学の工学・理学・

社会学などから構成した研究者を中心に，国・県・市などの行政機関，民間企業やＮＰＯ等との連携を強

化するとともに，国内外の大学との研究・人材交流を通じての拠点形成を図り，先端科学研究の展開とこ

れに必要な人材を育成し研究教育拠点の形成を目指す． 

 

研究の重要性と地域の課題 
  我国では有明海，八代海，東京湾や伊勢湾など，また東シナ海域のような閉鎖性海域や各地の沿岸

域の環境劣化は目に余るものがある．特に，広大な干潟，大潮位差，閉鎖的内湾など独特の自然環境

を有する有明海・八代海は，気象・海象・地象の要素に生態系が加わり，さらに内陸からの人為的影

響を大きく受ける複雑な因子に支配される環境系にあり，近年の生物相の変化と種の激減，赤潮の頻

発，水質・底質の悪化など，急激な環境悪化の悪循環に陥っているものと懸念され，海域環境の回復

と再生に関する科学研究の進展と，再生維持策の実施が急を要する国家的課題である． 

一方，この海域は台風・高潮等の常襲地帯でもあり，海象災害に対する安心・安全性確保のための

対策が不可欠な地域でもある．すなわち，この閉鎖性沿岸海域では，「環境」と「防災」という，相反

する課題に直面している事実があり，環境あるいは防災のどちらかを選択するというような単純な課

題ではなく，如何にして，この相反するテーマに的確に対応していくかという新たな課題に直面して

きている現実がある．このように有明・八代海の沿岸地域においては，災害に強く安全でかつ環境と

調和した，個性ある地域創りに関する早急な学術的，技術的対応へのマスタープランを早急に創り上

げねばならない状況下にある． 

  

 

●閉鎖性海域の課題：
（環境）と（防災）、 環境・防災と調和した沿岸環境の創生

 

 

 
沿岸開発 

（埋立・干拓・海岸線人工化） 

干潟・砂浜の消失 

河川状況の変化 
(横断工の整備等) 

海水交換の悪化 

漁業の変化 
（養殖業の増加） 

後背地の変化 
（都市化・工業化・農業変化） 

後背山林（人工林）の 
手入れの遅れ 

淡水化 

流入負荷の増加 

底質の泥化（流量・土砂供給） 

河川の浄化能力の低下 

問題の顕在化

ゴミ・流木の流入 

 広い水面面積 

一級河川である 
球磨川の流入 

[汚濁負荷は少ない] 

水深が浅い 

海域の汚濁が進めば 
その進行は早く、 

改善が困難である。 

問題点 

人間の営み 

藻場の減少 

八代海海域の特徴 

赤潮（広域化・長期化・頻発化） 

農地からの排水機能低下 

負荷の増大 

海域の特性 

八代海海域の課題 

広大な干潟面積 

閉鎖性が高く、 
海流などによる 

外部移送が少ない 

不知火干拓の 
特殊な地形 

干潟地盤の上昇 
澪の消失 

（湾奥部） 

台風の常襲地域
高潮・高波の脅威

災害の巨大化・頻発化
災害の進化
複合型災害への対応

（高潮 ・高波・洪水・強風 ・ 土 砂災 害
などの 同時・多発的発生）

防災から減災への対策
ハード対策＋ソフト対策
（避難のシステムと体制）
（地域主体の体制つくり）

環境に配慮した防災対策

環境の課題

防災の課題

調和への課題

相反する対策

 

危機管理 

有明・八代海沿岸域の
 環 境 創 造 

・沿岸海域の現状把握と問題点の整理 
・均衡と総合的取り組み 
・将来計画（将来像に基づくゾーニング）

・調和とバランス 

   安全・防災 
・ 波浪・高潮災害 
・ 堤防の老朽化 
・ 干潟の発達と内水排除 

湛水被害 
・ 温暖化に伴う海面上昇 
・ 地盤沈下 
・ 浮遊ゴミ 
など 

自然・生態環境 
・干潟の減少と浄化能の低下 
・水質・底質の悪化 
・藻場・砂浜の減少 
・景観・生物種・魚種の変化と 

豊かさの低下 など 
・赤潮の多発・貧酸素水塊の発生

など 
 

開発・利用 ○地域の個性 

○漁獲・採貝量など水産資源の減少 
○漁港・航路の埋没 ○廃棄物処理 
○観光資源としての価値 ○交通網 
○過疎化、人口・経済力の格差   など 

災害に強く、環境と調和した 美しい

八代海沿岸域の環境創生

環境との調和を目指した堤防
（防災堤防前面への突堤の設置）

環 境 との調和 を目 指した 堤防
（ 防 災 堤 防 前面 へ の突 堤 の設 置 ）

人工護岸前面に浚渫土を用いた

人工干潟の造成

人工護岸前面に浚渫土を用いた

人工干潟の造成
干潟

　植生部 砂泥部

抽水性植物 塩生植物

植生基盤：エコブレス

H.W.L 覆砂：前面浚渫土 海藻類 　H.W.L

　L.W.L

沈下防止層

　地盤線 透水層

地盤線

　藻場

捨石潜堤部

捨石
覆砂
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・赤潮の多発・貧酸素水塊の発生
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開発・利用 ○地域の個性 

○漁獲・採貝量など水産資源の減少 
○漁港・航路の埋没 ○廃棄物処理 
○観光資源としての価値 ○交通網 
○過疎化、人口・経済力の格差   など 

災害に強く、環境と調和した 美しい

八代海沿岸域の環境創生
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自然・生態環境
八代海の自然・生態保全体制の確立

開発・利用
閉鎖性気域の適切で計画
的な開発・利用の促進

安全・防災のマスタープラン

・沿岸海域の安全評価とハザード
マップ作成

・沿岸海域の安全・防災（減災）
の対策・手法の研究

・海域環境・生態の現況把握と環境悪化の要因分析
・海域環境の変動特性の評価と予測手法の構築
・環境改善対策の選出と効果・可能性の評価

・自然環境および安全・防災の方
向を踏まえた閉鎖性海域のワイ

ズ ユース・マスタープランの作成
・ワイズユース・マスタープランを

担保する対策・施策の研究

・沿岸海域環境・生態の再生に向けての俯瞰型方法論の構築

技術の開発と実証

●底質の改善
・生物生息場の創生・

回復・工夫（渚線等）
・自然浄化機能の強化
（好気的環境の創出）
・堆積泥の改善対策
●汚染物質除去の生物

利用技術
・流入水の負荷削減
・生物利用系外取り出し
・ﾊﾞｲｵ・ﾚﾒﾃﾞｨｴｰｼｮﾝ
・干潟ﾒｿｺﾑｽ

・分子生物学的改善

環境変動の評価と
予測手法の開発

●環境ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの整理
・海域環境変動と生物生

息環境変動の把握
・海域環境・生物生息環

境の変動特性の評価と
予測ﾓ ﾃﾞﾙの構築

●数値ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
・流動ﾓﾃﾞﾙの精緻化
・生物生息ﾓﾃﾞﾙの開発
・干潟ﾓﾃﾞﾙの開発
・微細懸濁物（浮泥）ﾓﾃﾞ

ﾙの開発

未知現象の解明

●地下水による負荷
●生物生息環境の把握
●干潟の機能

・物質収支
・生物生息場の機能

●海底堆積物環境
●藻場の消滅要因
●漂流・浮遊ゴミの流

入・堆積特性
●プランクトンの競合

・赤潮の多発と長期化

安全・防災対策の処方箋

●防災・環境情報システムの構築
・衛星情報等に基づく防災情報およ

び地上ﾃﾞｰﾀ・数理ﾓﾃﾞﾙ統合による
情報システムの構築

●広域的な安全・防災対策マスター
プランの作成

・ハード・ソフトの両面での対策と減災
●集落単位でのハザードマップの作

成と防災・避難体制の確立
・地域住民主体によるﾏｯﾌﾟ作成
●地域住民への安全・防災情報の提

供システムと意識高揚

ワイズユース・マスタープランの
策定

●自然環境および安全・防災の方
向を踏まえた閉鎖性海域のワイ

ズユース・マスタープランの作成
●ワイズユース・マスタープランを
担保する対策・施策の段階的実施

・漁業振興対策（漁場整備・管理漁
業・振興対策など）

・観光振興対策（ﾌﾞﾙｰﾂｰﾘｽﾞﾑ・資源
活用・観光ルート開発など）

・八代海交流ﾈｯﾄﾜｰｸ基盤整備（ｱｸ
ｾｽ交通基盤等の整備）

地域に応じた、評価と選択による施策 ・技術の樹立

安全・防災
八代海の安全・防災対策
の確立

自然・生態環境保全のマスタープラン 開発・利用のマスタープラン

環境と防災の調和した閉鎖性海域の再生・創生
俯瞰型方法論・適用可能技術・科学的知見の提供

他の閉鎖性海域
にも応用豊

か
な
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域
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研究のテーマ 
  わが国で最も閉鎖度が高く，環境悪化が著しい有明海・八代海が抱える環境再生と防災問題の緊急

かつ重要な地域課題に対し，「環境と防災の調和した八代海の再生・創生」を目標に，従来は学術領域

として分離していた「自然・生態」「安全・防災」「開発・利用」の３領域の総合化を基本として，図

のような各テーマの研究を行う。 

 

 

   

 

 

 

 
 

Establish a method to artificially recover and preserve gentle and seamless tidal 
flats and beach lines from the inter-tidal to the supra-tidal zone in front of artificial 
coastlines, in order to recovering a interaction zone of 4 sphere (atmosphere, 
geosphere,  hydrosphere and biosphere).  

Construction of artificial beach line
Establish a method to artificially recover and preserve gentle and seamless tidal 
flats and beach lines from the inter-tidal to the supra-tidal zone in front of artificial 
coastlines, in order to recovering a interaction zone of 4 sphere (atmosphere, 
geosphere,  hydrosphere and biosphere).  

Construction of artificial beach line

 
 

Storm surge in yatusiro-bay of 
Kumamoto on September 24,

Ecosystem terrace revetment
（（constructed at 2007.9)constructed at 2007.9)

Area: 10ｍ×20ｍ
The saltwater plant is planted in the upper terrace.
The center terrace has tide pool.
There is variation sand in the lower terrace.

Ocypodid crabs: (a) Uca lactea and (b) Macrophthalmus japonicusOcypodid crabs: (a) Uca lactea and (b) Macrophthalmus japonicus
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